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１． 評価結果 
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２．委員の指摘及び提言概要 
SDGs 達成状況の評価を日本政府の自主的国家報告（VNR)を主導する形で実施したこと、国連

「持続可能な開発のためのハイレベル政治フォーラム」にて報告したことなどは成果として大き

く評価できる。一方、本課題では SDGs のターゲット間のシナジーとトレードオフのレビュー

や、これまでのシナジー促進やトレードオフ解消の好事例を抽出することを目標として掲げてい

るが、成果として、具体的に、何をどのように明らかにするのか、そのためにどのような「ツー

ル」を開発するのか、その道筋も含めて、報告書からは分かりづらい。例えば、シナジーとトレ

ードオフの事例研究においては経済面での評価も行ってはどうか。今後、環境行政の特定の課題

に対して、本課題で得られたシナジーとトレードオフの知見をどのように活用すべきか、具体的

な政策提案が提示されることを期待する。 


